
房総半島北部に位置する「姉崎」地域には，主に上総層群上部から下総層群が分布する．特に下総層群については，全層準が分布
するとともに，それを構成する累層の模式地のほとんどが「姉崎」地域かその周辺に分布することから，下総層群の模式地ともいえると
ころである．これらの地層には，多数のテフラが挟在し，その多くが鍵層として有用である．また，広域テフラとして注目されているものも
多い．これらのテフラ鍵層は，年代情報とともに，地域的な層序の確立や地質構造の解析に有用である．特に，本地域に分布する地層
の勾配が最大でも5°前後と小さいことから，地層の正確な傾斜測定にはクリノメーターは使えない．詳細な地質図の作成や地質構造
の解析には，これらのテフラ鍵層の対比追跡とともに，ハンドレベルを使った標高分布解析が必須である．このような地質条件を有す
る「姉崎」地域において，テフラ鍵層を積極的に使った層序・構造の解析手法や解析結果を，口絵および本文で紹介する．
下の「姉崎」地域の層序総括図において，赤字で書いた記号が本地域の代表的なテフラ鍵層である．
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非常に緩い傾斜の地層が広く分布する地域での
テフラ鍵層を用いた正確な地質調査法とは？

－5万分の1「姉崎」地域での実施例から－
＜徳　橋　秀　一1）＞
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